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次回の議会報告会は５月１８日開催です！

　

昨
年
11
月
24
日
に
議
会
報
告
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
６
年
目
と
な
る
今
回
の

議
会
報
告
会
で
は
、
６
月
及
び
９
月
定

例
会
の
審
議
内
容
に
加
え
、
昨
年
度
の

報
告
会
で
い
た
だ
い
た
意
見
の
取
り
扱

い
方
に
つ
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
年
後
の
新
幹
線
開
業
を
見

据
え
「
敦
賀
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て
〜

新
幹
線
開
業
に
向
け
て
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
〜
」と
題
し
、

意
見
交
換
を
行
い
、
様
々
な
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見

は
、
今
後
の
検
討
や
議
論
の
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

          n e w s l e t t e r12議 会 だ よ り月定例会
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平成２８年２月２３日

議
会
報
告
会
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

◎
実
施
日
・
会
場　
（
平
成
27
年
）

　
　

11
月
24
日
（
火
）　

プ
ラ
ザ
萬
象

◎
実
施
方
法

　

会
場
に
お
い
て
、
報
告
会
開
始
前
に
ア

ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
布
し
、
終
了
後
に
回

収
。

◎
回
答
者
数　

55
名

　
（
男
性
45
名
、女
性
９
名
、無
回
答
１
名
）

◎
年
齢

ー
議
会
報
告
会
に
つ
い
て
ー

◎
議
会
報
告
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
ど

の
よ
う
に
し
て
知
り
ま
し
た
か
？

◎
議
会
報
告
会
に
参
加
を
決
め
た
理
由
は

何
で
す
か
？

◎
今
回
の
議
会
報
告
会
は
い
か
が
で
し
た

か
？

◎
報
告
会
の
内
容
で
良
か
っ
た
も
の
は
何

で
す
か
？

◎
今
回
の
開
催
回
数
に
つ
い
て
ど
う
思
い

ま
す
か
？

ー
議
会
の
広
報
に
つ
い
て
ー

◎
年
に
４
回
発
行
さ
れ
る
議
会
だ
よ
り
を

読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

◎
議
会
だ
よ
り
の
中
で
好
き
な
記
事
、
楽

し
み
に
し
て
い
る
記
事
は
何
で
す
か
？

◎
議
会
報
告
会
に
関
す
る
ご
意
見

・
参
加
し
て
よ
か
っ
た
。

・ 

議
会
報
告
会
は
毎
議
会
終
了
ご
と
に
開

催
し
て
ほ
し
い
。

・ 

も
っ
と
市
民
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
Ｐ
Ｒ

す
る
方
法
を
考
え
た
ら
ど
う
か
。

・  

報
告
会
と
し
て
は
今
回
の
ス
タ
イ
ル
で

よ
い
が
、
ビ
ジ
ョ
ン
や
今
後
の
展
望

つ
い
て
の
意
見
を
聞
く
場
と
し
て
は
、

テ
ー
マ
を
定
め
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方

式
で
進
め
た
ほ
う
が
効
果
が
上
が
る
と

思
う
。

　

報
告
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
を
参
考

に
、
次
回
に
向
け
て
準
備
を
進
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
す
べ
て
の
結
果
と
、
報
告
書
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
ま
す
。

７％
１３％

２５％
５５％

報告内容に興味があった
意見交換に興味があった
報告する議員に興味があった
その他

２５％

１８％

１３％２％

１５％

２７％

良い
どちらかといえば良い
ふつう
どちらかといえば良くない
良くない
無回答

１６％

４０％

４４％

開催回数が少ない
ちょうどいい
無回答

７％

１５％

３６％

４２％

毎回必ず読む
ときどき読む
読んだことがない

無回答

６％

２０％ １５％

３％

３２％

１２％３％
１％

無回答

常任委員会審査報告
特別委員会中間報告
一般質問
審議結果一覧
議会日誌
編集後記
その他

表紙

２％

３３％

２％５％

１８％

２２％

１８％

無回答

２０代
３０代
４０代
５０代
６０代
７０歳以上

表
紙
で
も
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
次
回

の
議
会
報
告
会
は
５
月
18
日
（
水
）
に
開

催
し
ま
す
。
詳
細
は
決
ま
り
次
第
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

１９％
７％

１６％

２４％

１１％

２３％

６月及び９月定例会の報告

前年度の報告会で寄せられ
意見についての報告

敦賀駅周辺整備について
市議会、市政へのご意見
無回答

議会のしくみの説明

た

４％

２０％

５％１１％

１５％

５％
４％

１３％

２２％

１％

広報つるが
議会だより
新聞
テレビ（ＲＣＮなど）
ホームページ
ポスター
回覧板
チラシ
ラジオ
その他

８％
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意 見 書 の 提 出

　今定例会で、議会提出議案として提出された意見書案が可決され、国会及び関係省庁に提出いたしました。
意見書の件名及び要望事項は下記のとおりです。
　なお、意見書全文については敦賀市議会ホームページで公開しています。

　

１　当該勧告を真摯に受けとめ、これまでの運営体制や改革の取り組みの問題点を十分に検証した上で、

　安全管理を担うことのできる運営主体を速やかに示し、市民・国民に対して丁寧に説明すること。

２　現にあるもんじゅの管理については、原子力規制委員会に対し十分に協議を行い、現場職員の士気

　を低下させることなく必要な措置を講じるよう、日本原子力研究開発機構に適切な指導を行いながら、

　安全・安心の確保に全力を傾注すること。

３　もんじゅの今後については、立地地域への影響が大きいことを十分に考慮し、地元に対する丁寧な   

　説明を行いながら検討すること。  

○高速増殖原型炉もんじゅに関する勧告後の対応についての意見書

附 帯 決 議 

　本市の財政状況は、原子力発電所の長期停止等により厳しい環境にあり、市民の視点に立った施策

を最優先に、予算配分の効率化、重点化を図り、厳しい地域経済情勢に配慮した行政運営がなされる

べきであり、市議会としても、敦賀市、敦賀市民にとって最善の市政となるよう予算の執行に注視し、

是々非々の議論を行い、議会の責任を果たしていく所存である。

　このような中、敦賀市アクアトム活用計画に係る予算として、債務負担行為のアクアトム整備委託

料２億円が１２月補正予算案として計上され、今定例会の委員会や一般質問の場で議論を重ねてきた

ところである。

　当該活用計画について、中心市街地の衰退の顕在化や集客・波及要素の創出等の視点で行うという

背景や目的に対してはおおむね理解できるが、予算執行については、現時点で収支推計やその基礎と

なる入館料の設定や人件費等に係る県との費用負担等に関して不確定な内容が多く、今後の運営等に

関して、本市の過度な負担とならないよう十分に配慮されているか注視する必要がある。また、にぎ

わい創出という所期の目的が達成されるためには、より効果的な事業となるよう適切な判断と対応が

なされなければならない。

　よって、本予算の執行に当たっては、次の事項について、適切な措置を講ずべきである。

記

　敦賀市アクアトム活用計画に係る事業の執行に当たり、今後の運営等に関し、敦賀市の過度な負担

とならないよう十分配慮し、また、にぎわい創出など本事業の所期の目的が達成されるよう効果的な

事業計画を早急に策定し、議会に説明すること。

○第９２号議案　平成２７年度敦賀市一般会計補正予算（第５号）に対する附帯決議

　今定例会で、議員より附帯決議（※）案が提出され、賛成多数で可決されました。件名及び内容は下記
のとおりです。

※附帯決議とは？
　議案の議決に当たって付け加えられる議会としての執行上の意見または要望など議
会の意思を表すもの。
　法的な拘束力はないが、政治的に尊重されるものとされている。
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常任委員会審査報告

　常任委員会は、本会議での議決（最終意思決定）の前に、議案や

請願などを予備的に審査する場です。

　「予算決算」「総務民生」「産経建設」「文教厚生」の各常任委員会

の主な審査の概要について紹介します。

◎
ア
ク
ア
ト
ム
整
備
委
託
料
（
債
務
負
担

行
為
）
に
つ
い
て

問　
現
時
点
の
整
備
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
内
容
は
。
ま
た
、
駐
車
場
は

増
や
す
の
か
。

答　
１
月
中
に
公
募
で
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
を
実
施
し
、
２
月
上
旬
に
見
積

徴
収
、
仮
契
約
を
締
結
し
た
い
。
駐
車
場

に
つ
い
て
は
検
討
中
で
あ
る
が
、
２
階
、

３
階
に
入
る
事
業
者
等
の
方
に
は
近
隣
駐

車
場
を
活
用
し
て
も
ら
う
よ
う
お
願
い

し
、
館
内
の
駐
車
場
は
１
階
に
来
ら
れ
る

お
客
様
の
た
め
に
、
確
保
し
た
い
考
え
で

あ
る
。

◎
国
民
体
育
大
会
事
務
室
整
備
事
業
費
に

つ
い
て問　

今
回
整
備
す
る
事
務
室
は
仮
設

か
。
ま
た
、
国
体
終
了
後
は
ど
う

す
る
の
か
。

答　
事
務
室
は
仮
設
で
あ
り
、
国
体

終
了
後
は
会
議
室
や
研
修
室
と
し

て
の
利
用
や
、
取
り
壊
し
も
含
め
、
今
後

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

意
見　
観
光
協
会
は
、
今
の
南
公

民
館
に
あ
る
よ
り
は
ア
ク
ア

ト
ム
に
入
る
ほ
う
が
い
い
と
思
う
が
、
観

光
協
会
自
体
の
働
き
・
あ
り
方
に
つ
い
て

は
議
論
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
お
り
、
駅
の
観
光
案
内
所
と
連
携

が
取
れ
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
る
。

反
対　
問
題
の
多
い
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
に
係
る
個
人
番
号

カ
ー
ド
等
関
連
事
務
費
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、ア
ク
ア
ト
ム
整
備
委
託
料
は
、

財
政
が
厳
し
く
施
設
の
統
廃
合
が
必
要
と

い
い
な
が
ら
も
、
有
料
の
子
ど
も
広
場
を

整
備
す
る
も
の
で
あ
り
、
結
果
的
に
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
を
体
育
館
も
含
め
て

取
り
壊
す
こ
と
に
つ
い
て
、
市
民
の
理
解

を
得
る
こ
と
は
難
し
い
。

賛
成　
当
初
予
算
に
は
な
か
っ
た

自
立
支
援
給
付
等
事
業
費
や

特
別
支
援
学
級
新
設
に
係
る
事
業
費
、
国

体
に
向
け
た
拠
点
と
し
て
の
活
用
が
期
待

さ
れ
る
国
民
体
育
大
会
事
務
室
整
備
事

業
費
な
ど
が
適
切
に
計
上
さ
れ
て
お
り
、

各
委
員
会
や
一
般
質
問
を
通
じ
、
事
業

効
果
や
妥
当
性
等
に
つ
い
て
お
お
む
ね

確
認
さ
れ
た
と
判
断
し
賛
成
す
る
。
た

だ
、
ア
ク
ア
ト
ム
整
備
委
託
料
に
つ
い

て
は
、
議
会
へ
の
説
明
会
、
一
般
質
問

を
通
じ
、
未
確
定
や
不
明
確
な
点
が
多

い
の
で
、
今
後
、
議
会
に
も
詳
細
な
説

明
を
お
願
い
し
た
い
。

　

賛
成
多
数

   

原
案
ど
お
り
認
め
る
べ
き
も
の
と
決
定

　

９
月
定
例
会
か
ら
継
続
審
議
と
な
っ

て
い
た
第
83
号
議
案　

平
成
26
年
度
敦

賀
市
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件
ほ
か
２

件
の
決
算
案
件
に
つ
い
て
、
11
月
9
日

及
び
12
日
に
審
査
を
行
い
、
い
ず
れ
も

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

質　

疑

﹇
第
92
号
議
案
﹈ 

平
成
27
年
度
敦
賀
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）

自
由
討
議

討　

論

　
　

予 

算 

決 

算

常
任
委
員
会　
　

採　

決

　
　

総 

務 

民 

生

常
任
委
員
会　
　

﹇
第
100
号
議
案
﹈ 

敦
賀
市
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条

例
制
定
の
件

決
算
認
定

平成２８年２月２３日
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問　
第
３
条
の
内
容
及
び
、
第
４
条

第
２
項
の
た
だ
し
書
き
に
つ
い

て
、
解
説
を
お
願
い
し
た
い
。

答　
第
３
条
は
番
号
法
で
定
め
ら
れ

た
事
務
の
ほ
か
に
、
自
治
体
独
自

で
個
人
番
号
を
利
用
で
き
る
事
務
を
定

め
る
こ
と
が
で
き
る
規
定
で
あ
る
が
、
今

回
の
条
例
で
は
、
独
自
利
用
に
つ
い
て
は

定
め
て
お
ら
ず
、
今
後
、
必
要
が
あ
れ
ば

定
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
第
４

条
の
た
だ
し
書
き
は
、
同
一
機
関
内
で
あ

れ
ば
、
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
を
介
さ
ず
に
特
定
個
人
情
報
の
や
り

と
り
を
行
え
る
が
、
同
一
機
関
内
で
あ
っ

て
も
法
の
規
定
で
情
報
の
提
供
を
受
け

ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
を

利
用
す
る
こ
と
を
定
め
る
規
定
で
あ
る
。

問　
今
回
、
条
例
を
定
め
る
が
、
市

の
事
務
に
つ
い
て
は
こ
の
条
例
を

改
正
し
て
い
く
の
か
、
ほ
か
に
条
例
を
定

め
て
い
く
の
か
。

答　
こ
の
条
例
の
中
で
定
め
て
い

く
。

　

　

全
会
一
致

   

原
案
ど
お
り
認
め
る
べ
き
も
の
と
決
定

問　
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
そ
れ
ぞ
れ
の
定
数
の
根

拠
は
何
か
。

答　
農
業
委
員
の
定
数
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
定
数
の
半
分
程
度
と

い
う
基
準
や
政
省
令
に
よ
る
上
限
数
、
今

後
の
農
業
委
員
会
の
業
務
量
等
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
、
北
陸
農
政
局
や
他
市
町
の
動

向
等
も
確
認
し
、
10
名
が
妥
当
で
あ
る
と

判
断
し
た
。
農
地
利
用
最
適
化
推
進
員
に

つ
い
て
は
、
定
数
の
上
限
基
準
が
、
農
地

面
積
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
た
り
に
１
名

と
な
っ
て
お
り
、
敦
賀
市
の
農
地
面
積
が

９
０
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
た
め
、
９
名
と
し

た
。問　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

新
設
さ
れ
る
が
、
そ
の
職
務
内
容

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
担
当
地
域
の
農
業
者
間
の
話
し

合
い
の
推
進
、
農
地
利
用
の
集
積

や
集
約
を
す
る
た
め
農
地
の
出
し
手
と

受
け
手
の
間
に
入
り
、
農
地
中
間
管
理

機
構
と
連
携
し
な
が
ら
、
耕
作
放
棄
地

の
発
生
防
止
と
解
消
を
推
進
す
る
こ
と

が
主
な
仕
事
と
な
る
。

問　
農
業
委
員
に
は
女
性
や
青
年
も

積
極
的
に
登
用
す
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
何
か
案
が
あ
る
の
か
。

答　
認
定
農
業
者
の
中
に
女
性
や
若

い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
そ

う
い
っ
た
方
の
応
募
が
あ
れ
ば
積
極
的

に
登
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

全
会
一
致

   

原
案
ど
お
り
認
め
る
べ
き
も
の
と
決
定

　

議
案
審
査
終
了
後
、
所
管
事
務
調
査

と
し
て
、
産
業
経
済
部
よ
り
、「
企
業
立

地
の
優
遇
策
」
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

問　
地
方
公
営
企
業
法
の
全
部
適
用

に
つ
い
て
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

公
共
性
よ
り
も
経
済
性
が
高
ま
り
、
コ
ス

ト
削
減
に
よ
る
職
員
の
非
正
規
化
の
進
行

を
懸
念
す
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

答　
地
方
公
営
企
業
法
に
は
経
営
の

基
本
原
則
と
し
て
、
常
に
企
業
の

経
済
性
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
本

来
の
目
的
で
あ
る
公
共
の
福
祉
を
増
進
す

る
よ
う
に
運
営
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
明
確
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
病

院
は
マ
ン
パ
ワ
ー
が
重
要
で
あ
り
、
職
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
る
よ
う
に
十

分
に
配
慮
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　
職
員
が
企
業
職
員
に
な
る
と
、

ほ
か
の
市
職
員
と
の
間
に
給
料
な

ど
の
格
差
が
生
じ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
す
る
の
か
。

　
　

産 

経 

建 

設

常
任
委
員
会　
　

質　

疑

質　

疑

採　

決

採　

決

﹇
第
103
号
議
案
﹈ 

敦
賀
市
農
業
委
員
会
の
委
員
等
の
定
数

を
定
め
る
条
例
制
定
の
件

質　

疑

　
　

文 

教 

厚 

生

常
任
委
員
会　
　

﹇
第
105
号
議
案
﹈ 

敦
賀
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
の
件
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行 政 視 察

産経建設常任委員会　（10 月 20 日～ 22 日）

　産経建設常任委員会では、その所管する内容につ
いて先進的な取り組みをしている長崎県佐世保市、
福岡県田川市、山口県下関市に伺い、勉強してきま
した。
　佐世保市では、「ハウステンボス再生支援交付金」
「企業誘致」について視察を行いました。佐世保市は
「企業立地推進局」を設置して、県の産業振興財団と
ともに年間 3,000 近くの企業を訪問しており、現在
市外の企業 2社の立地が決まっています。企業誘致
は情報収集も大切ですが、数多く訪問することによ
りチャンスがもたらされ、成果が生まれてくるとい
うことは参考になりました。
　また、田川市では、「近代歴史遺産を活用したまち
づくり」について視察を行いました。敦賀市として「人
道の港敦賀ムゼウム」の世界記憶遺産登録を目指し

ている過程において、世界記憶遺産の登録までの経
緯や、登録後の経済効果や取り組み状況を調査でき
た意義は大きいと感じました。今後の参考にしてい
きたいと思います。また、世界記憶遺産というブラ
ンドイメージは非常に大きいということも理解でき
ました。
　いずれも敦賀市議会として参考にさせていただき
たい取り組みであり、大変実りのある視察となりま
した。

報 告

答　
全
部
適
用
に
な
る
と
独
自
の
給
料

表
の
設
定
が
可
能
だ
が
、
そ
れ
は

考
え
て
い
な
い
。
現
在
、
医
師
や
看
護
師

な
ど
の
職
員
が
不
足
し
て
い
る
状
況
な
の

で
確
保
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

職
員
の
採
用
計
画
に
基
づ
き
、
適
切
に
対

応
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

反
対　
敦
賀
市
が
全
責
任
を
持
っ
て

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
こ
そ
、
安

心
な
医
療
が
提
供
で
き
る
と
思
う
。
全
国

的
に
見
る
と
全
部
適
用
に
な
っ
て
働
く
人

の
雇
用
条
件
の
悪
化
な
ど
も
耳
に
す
る
の

で
、
今
ま
で
ど
お
り
一
部
適
用
に
す
べ
き

と
考
え
る
。

賛
成　
今
ま
で
敦
賀
病
院
が
着
実
に

積
み
上
げ
て
き
た
実
績
は
大
き

く
、
さ
ら
に
そ
れ
を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し

て
い
く
上
で
、
全
部
適
用
は
必
要
で
大
事

な
こ
と
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
今
の
条
例

だ
け
で
は
あ
い
ま
い
な
部
分
が
あ
り
不
安

要
素
が
残
る
の
で
、
今
後
、
条
例
の
改
正

な
ど
、
し
っ
か
り
と
明
文
化
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
お
願
い
し
て
、
賛
成
す
る
。

　

賛
成
多
数

　

原
案
ど
お
り
認
め
る
べ
き
も
の
と
決
定

総務民生常任委員会　（10 月 21 日～ 23 日）

　総務民生常任委員会では、旭川市、夕張市、苫小牧
市に伺い勉強してきました。
　旭川市では、神楽福祉センターが、都市計画街路事
業の実施により移転対象となったことから、移転先に
ある老朽化の著しい保育所との合築で、建築費の圧縮
や世代間交流が期待できる複合施設として建築されて
いました。世代間の定期交流事業、また、建設経費の
削減、維持管理経費の効率化等の勉強になりました。
   夕張市では、財政再建団体となった財政悪化要因に
ついて勉強することで、行政、財政、施策のあり方を

学ぶことができました。また、悪化要因をチェック
する議会の重要性を改めて確認したところです。
　苫小牧市では、まちなか再生総合プロジェクト事
業について視察しました。このプロジェクト事業
は、中心市街地活性化計画を策定し、計画を推進し
たものの、思うような効果が出なかったことから、
取り組まれたとのことでした。事業では、中心市街
地活性化計画の反省点の考察から始め、原因等を検
証して「長期的な都市運営の観点からまちづくりの
考え方を見直す」という基本理念に基づきスピード
感を持って展開されていました。現在パートⅡとし
て、平成 26年度から平成 28年度の計画で実践中と
のことです。このプロジェクト事業を推進する中で、
官・民の連携を構築しながら事業展開していること、
PDCA サイクルを回し常に進化を図っていることな
ど、参考になることが多い視察となりました。

討　

論

採　

決

平成２８年２月２３日
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問　
ふ
げ
ん
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

冷
却
水
の
漏
え
い
に
つ
い
て
は
、

発
生
後
、
市
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
報
告

が
あ
り
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
指
導
を
し

た
の
か
。

答　
12
月
１
日
の
発
生
以
後
、
随
時

状
況
報
告
を
受
け
て
お
り
、
12
月

７
日
に
現
場
の
状
況
等
を
確
認
し
た
。
16

本
あ
る
ボ
ル
ト
の
う
ち
１
本
が
破
損
し
て

お
り
、
残
り
の
15
本
に
つ
い
て
は
、
全
て

外
し
、
浸
透
探
傷
検
査
に
よ
り
ひ
び
等
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
破
損
し
た

ボ
ル
ト
に
つ
い
て
は
、
ど
う
い
う
状
況
で

折
れ
た
の
か
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
て
原
因
究
明
と
今
後
の
対
策
を
検
討

す
る
と
聞
い
て
い
る
。

問　
使
用
済
燃
料
の
搬
出
が
な
い
と

い
う
状
況
が
続
い
て
い
る
中
で
、

市
と
し
て
今
後
ど
う
し
て
い
き
た
い
か
。

ま
た
、
こ
う
し
て
ほ
し
い
と
い
う
方
針
は

あ
る
の
か
。

答　
使
用
済
燃
料
は
、
敷
地
外
に
搬

出
す
る
こ
と
が
基
本
認
識
で
あ

る
。
敦
賀
発
電
所
２
号
機
の
使
用
済
燃
料

は
、
む
つ
市
に
あ
る
リ
サ
イ
ク
ル
燃
料
備

蓄
セ
ン
タ
ー
へ
搬
出
す
る
計
画
で
あ
る
。

ま
た
、
１
号
機
の
場
合
は
、
六
ヶ
所
村
へ

搬
出
し
て
再
処
理
を
行
う
の
が
基
本
ス
タ

ン
ス
で
あ
る
。
市
と
し
て
も
で
き
る
だ
け

早
く
計
画
ど
お
り
に
敷
地
外
へ
搬
出
し
て

ほ
し
い
と
い
う
方
針
で
あ
る
。

問　
今
後
、
駅
西
地
区
と
駅
東
地
区

の
整
備
は
別
々
に
考
え
て
い
く
の

か
。答　

一
体
的
に
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
敦
賀
の
玄
関
口
は
駅
西
地

区
な
の
で
、こ
ち
ら
を
充
実
さ
せ
る
中
で
、

駅
東
地
区
は
そ
れ
を
補
完
す
る
形
で
整
備

し
た
い
。

問　
駅
西
地
区
の
鉄
道
・
運
輸
機
構

の
事
務
所
建
設
に
つ
い
て
、
一
区

画
の
う
ち
、
半
面
し
か
使
用
し
て
い
な
い

が
、
こ
の
状
態
で
は
今
後
活
用
し
づ
ら
く

な
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
今
は
半
面
で
事
務
所
を
建
設
し

て
い
る
が
、
平
成
28
年
10
月
頃
に

は
全
面
借
用
し
た
い
と
の
話
を
鉄
道
・
運

輸
機
構
か
ら
聞
い
て
い
る
。

問　
金
沢
の
新
幹
線
開
業
後
の

乗
降
客
数
は
、
計
算
上
年
間

2
０
０
０
万
人
弱
と
な
る
が
、
敦
賀
の
新

幹
線
開
業
後
の
乗
降
客
数
の
見
込
み
は
ど

の
く
ら
い
か
。

答　
現
在
、
敦
賀
駅
の
乗
降
客
数
の

一
日
平
均
が
約
6
７
０
０
人
な
の

で
、3
６
５
日
で
約
2
４
５
万
人
で
あ
る
。

新
幹
線
開
業
後
は
、
そ
の
1.2
倍
を
見
込
ん

で
お
り
、
約
３
０
０
万
人
に
な
る
と
考
え

る
。意

見　
土
地
活
用
に
つ
い
て
の
敦

賀
市
の
考
え
方
、
中
心
市
街

地
全
体
を
含
め
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が

示
さ
れ
な
い
中
、
自
由
に
意
見
を
募
る
と

言
わ
れ
て
も
無
理
が
あ
る
。
ま
ず
市
長
を

は
じ
め
敦
賀
市
の
方
針
を
示
す
こ
と
が
先

で
あ
る
。

　特別委員会とは、特定の案件について集中的に審査する必要がある

場合に、議会の議決によって設置される委員会です。

　「原子力発電所特別委員会」「新幹線対策特別委員会」の調査の概要

について紹介します。

特別委員会中間報告

　
　

原
子
力
発
電
所

特 

別 

委 

員 

会　
　

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
関
係

新
幹
線
対
策　
　
　
　

　
　
　
　

特 

別 

委 

員 

会

質　

疑

質　

疑

質　

疑

そ
の
他
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　１２月９日・１０日・１１日の３日間、２０人の議員が一般質問を

行いました。

　下記の質問項目のうち、１人１項目（太字部分）について要約し、

９～１２ページに掲載しています。

一般質問

項目一覧一 質般 問

◎立　石　武　志　議員
　１　グラウンド・ゴルフ場等について
　２　水害など大規模災害に対する生活再建のあり方について
　３　インフルエンザ予防接種について

◎堀　居　哲　郎　議員
　１　沿線住民から力強く上がっている北陸新幹線開業を見
　　据えた本町一丁目区間国道８号２車線化による気比神宮
　　と一体感のある中心市街地のまちづくりについて

◎和　泉　　　明　議員
　１　北陸新幹線開業を見据えたまちづくりについて
　　⑴　国道８号道路空間整備
　　⑵　駅西地区土地活用
　２　原子力行政について
　３　消雪設備設置基準について

◎今大地　晴　美　議員
　１　男女共同参画推進について
　２　アクアトムについて

◎北　川　博　規　議員
　１　除雪への対応について
　２　敦賀市総合運動公園陸上競技場について
　　⑴　公認競技場の継続
　　⑵　国体との関係
　３　教育問題・小中一貫教育について

◎福　谷　正　人　議員
　１　敦賀のまちづくりの方向性について
　　⑴　市庁舎の耐震問題
　　⑵　敦賀市アクアトム活用計画
　　⑶　新年度予算編成の方針

◎中　野　史　生　議員
　１　市道及び橋梁の整備状況と計画及び除雪について

◎米　澤　光　治　議員
　１　市立幼稚園保育料問題における第３回定例会後の対応
　　について
　２　企業誘致の戦略について

◎前　川　和　治　議員
　１　観光連携について
　２　人道の港ムゼウムについて

◎北　條　　　正　議員
　１　新幹線開業を見据えたまちづくりについて
　　⑴　敦賀再生と第６次敦賀市総合計画（後期基本計画）
　　⑵　グランドデザインと中心市街地活性化
　　⑶　国道２車線化、アクアトム、名勝指定
　　⑷　まちづくりの体制
　２　もんじゅ勧告を受けての敦賀市の対応について
　　⑴　もんじゅ勧告を受けて
　　⑵　文部科学省への対応
　　⑶　拠点化計画への対応

◎浅　野　好　一　議員
　１　ＴＰＰ大筋合意後の敦賀の農業について
　　⑴　離農による耕作放棄地の対策
　　⑵　農地の貸し借り、利用権の設定の推進対策
　　⑶　攻めの農業の計画
　　⑷　地産地消の拡大対策
　　⑸　東浦みかん園の維持管理、生産拡大方策
　　⑹　農業振興事業の活用方策

◎原　　　幸　雄　議員
　１　柴田氏庭園の利活用と整備について
　　⑴　新幹線敦賀開業に向けた市内の観光拠点整備
　　⑵　柴田氏庭園修繕整備の進捗状況
　　⑶　柴田氏庭園の整備計画
　　⑷　柴田氏庭園の活用を充実させる取り組み

◎大　塚　佳　弘　議員
　１　障害者差別解消法について
　　⑴　法律の認識とその概要と禁止する差別
　　⑵　問題解決の仕組みと今後の課題
　　⑶　当事者の声を聞くことの必要性
　　⑷　法律の実効性の確保（対応要領、条例制定、協議会）
　２　地域自主防災について
　　⑴　本市の水害と土砂災害状況と避難
　　⑵　地域自主防災会（組織）の役割及び設置状況と課題
　　⑶　敦賀市地域防災計画と災害に対する意識の向上

◎石　川　栄　一　議員
　１　アクアトム活用事業について
　２　金ケ崎周辺整備構想の展開について

◎林　　　正　男　議員
　１　市長の政治姿勢について
　２　アクアトムについて
　３　市営球場のその後について

◎豊　田　耕　一　議員
　１　コミュニティバス通学について
　２　学校給食センターについて

◎山　崎　法　子　議員
　１　子ども・子育て支援新制度について
　　⑴　病児保育事業の開設
　　⑵　居宅訪問型保育事業の開設
　２　避難行動要支援者制度について
　３　若者を初めとする有権者の投票率向上の取り組みについて

◎田　中　和　義　議員
　１　笙の川整備と環境整備について
　２　雪害対策について

◎山　本　貴美子　議員
　１　安心して住み続けられる介護保険制度について
　２　就学援助について
　３　原子力発電所の問題について
　　⑴　原子力防災
　　⑵　高浜原発の再稼働の問題

◎馬　渕　清　和　議員
　１　住民の安心安全について
　　⑴　笙の川の河川改修
　　⑵　木の芽川の河川改修
　２　ふるさと納税について
　３　ＪＲ敦賀港線について

平成２８年２月２３日
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男
女
共
同
参
画
推
進
に
つ
い
て

今
大
地　

晴　

美

問　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
が
南

公
民
館
へ
移
設
さ
れ
る
。
セ
ン

タ
ー
は
市
民
活
動
の
拠
点
と
し
て
利
用
率

も
高
く
研
修
室
の
数
も
多
く
、
体
育
館
も

あ
る
。
同
じ
レ
ベ
ル
の
施
設
は
ほ
か
に
は

な
い
。
な
ぜ
今
、
南
公
民
館
へ
の
移
設
な

の
か
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
既
存
施
設
の
機
能
を
そ
の
ま
ま

１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
移
転
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。
公
共
施
設
の
統
廃
合

を
進
め
る
中
で
、
い
い
条
件
の
施
設
を
そ

の
ま
ま
移
転
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る

か
ら
、
で
き
る
範
囲
内
で
要
望
に
応
え
て

い
き
た
い
。

新
年
度
予
算
編
成
の
方
針

福　

谷　

正　

人

問　
33
億
円
の
歳
出
超
過
と
い
う
歳

入
歳
出
不
均
衡
の
是
正
は
、
市
長

の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
明
確
な
説
明
が
な

け
れ
ば
到
底
達
成
で
き
な
い
。
財
源
の
確

保
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。い
ま
一
度
、

市
長
の
思
い
描
く
目
指
す
べ
き
敦
賀
市
の

将
来
像
を
、
具
体
的
に
お
示
し
い
た
だ
き

た
い
。答　

当
初
予
算
編
成
に
お
い
て
は
交

流
人
口
の
増
加
に
向
け
た
受
け
皿

づ
く
り
の
推
進
、人
口
減
少
対
策
の
推
進
、

行
財
政
改
革
の
推
進
の
３
項
目
を
重
点
施

策
と
し
た
取
り
組
み
を
求
め
、
あ
わ
せ
て

そ
れ
に
沿
っ
た
今
後
取
り
組
む
べ
き
事
項

を
示
し
、
事
業
化
の
指
示
を
出
し
た
。
今

後
の
予
算
査
定
の
中
で
こ
れ
ら
の
事
業
を

精
査
し
、
自
分
な
り
の
当
初
予
算
を
編
成

し
て
い
き
た
い
。

企
業
誘
致
の
戦
略
に
つ
い
て

米　

澤　

光　

治

問　
新
産
業
団
地
整
備
計
画
も
包
括

し
た
敦
賀
市
全
体
の
企
業
立
地
戦

略
に
つ
い
て
、
長
期
的
に
目
指
す
産
業
構

造
も
含
め
て
伺
う
。

答　
企
業
立
地
戦
略
に
つ
い
て
は
、

製
造
業
に
加
え
道
路
貨
物
運
送

業
、
倉
庫
業
な
ど
物
流
関
係
も
対
象
業
種

と
し
て
誘
致
活
動
を
展
開
す
る
。
長
期
的

に
は
、
様
々
な
事
象
、
リ
ス
ク
に
耐
え
得

る
産
業
構
造
の
多
角
化
、
多
様
化
を
目
指

し
産
業
構
造
を
つ
く
り
た
い
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
後
の
敦
賀
の
農

業
に
つ
い
て

浅　

野　

好　

一

問　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経

済
連
携
協
定
）
の
大
筋
合
意
を
政

府
が
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
中
山
間
地
で

あ
る
た
め
条
件
の
悪
い
敦
賀
の
農
業
、
農

地
を
、
市
長
は
ど
の
よ
う
に
導
い
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　
農
業
の
競
争
力
を
高
め
る
た

め
、
敦
賀
西
部
地
区
の
大
規
模
圃

場
整
備
や
園
芸
拡
大
を
進
め
る
。
ま
た
、

農
地
の
集
約
、
集
積
化
を
加
速
さ
せ
、
農

地
を
守
る
集
落
営
農
組
織
の
立
ち
上
げ
や

若
い
担
い
手
の
育
成
を
行
い
、
本
市
の
農

業
を
守
る
こ
と
に
尽
力
し
た
い
。

観
光
連
携
に
つ
い
て前　

川　

和　

治

問　
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
敦
賀

市
で
お
金
を
使
え
ば
敦
賀
の
景
気

が
よ
く
な
り
、
市
全
体
の
税
収
も
増
え
る

と
い
っ
た
好
循
環
が
生
ま
れ
る
。
そ
の
た

め
に
、
観
光
地
を
つ
な
ぎ
、
観
光
滞
在
時

間
を
延
ば
し
、
敦
賀
で
お
金
を
使
っ
て
い

た
だ
く
工
夫
と
し
て
、
市
の
有
料
施
設
の

共
有
割
引
券
が
発
行
で
き
な
い
か
伺
う
。

答　
観
光
客
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
、
市
と
し
て
も
市
内
を
周
遊

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
手
段
と
し

て
は
大
変
有
益
だ
と
考
え
る
。

　

現
在
、
敦
賀
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
の
来
館
者

数
は
オ
ー
プ
ン
わ
ず
か
１
カ
月
半
余
り
で

３
万
人
に
達
成
し
て
お
り
、
そ
の
観
光
客

に
市
立
博
物
館
や
山
車
会
館
な
ど
に
も
足

を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
敦
賀
の
よ
さ
を
味

わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
の
で
、
前
向
き
に

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

金
ケ
崎
周
辺
整
備
構
想
の
展
開
に

つ
い
て

　

石　

川　

栄　

一

問　
来
場
者
が
３
万
人
を
超
え
る
勢

い
の
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
の
継
続
し
た

来
館
と
誘
客
を
行
う
に
は
、
次
々
に
集
客

要
素
を
つ
く
り
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
の

次
の
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

産　

業

行　

政

観
光
ま
ち
づ
く
り
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答　
金
ケ
崎
周
辺
に

お
け
る
鉄
道
実
車

両
の
展
示
、
ま
た
ム
ゼ
ウ

ム
の
拡
充
、
そ
し
て
海
辺

の
カ
フ
ェ
誘
致
、
ま
た
、

福
井
県
に
対
し
て
は
、
金

ケ
崎
周
辺
の
回
遊
性
を
向

上
さ
せ
る
た
め
、
緑
地
と

赤
レ
ン
ガ
倉
庫
を
つ
な
ぐ

歩
道
橋
の
整
備
を
引
き
続

き
強
く
要
望
し
て
い
く
。

国
道
２
車
線
化
、
ア
ク
ア
ト
ム
、

名
勝
指
定

北　

條　
　
　

正

問　
平
成
28
年
、
敦
賀
市
は
文
化
庁

が
指
定
す
る
国
の
名
勝
「
お
く
の

ほ
そ
道
の
風
景
地
」
の
審
議
会
の
答
申
に

盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、

か
つ
て
議
論
さ
れ
た
「
芭
蕉
の
館
」
な
ど
、

県
と
も
協
力
し
て
税
務
署
跡
地
に
検
討
し

て
は
ど
う
か
、
所
見
を
伺
う
。

答　
今
後
は
指
定
に
向
け
て
、
国
や

県
、
所
有
者
と
調
整
を
進
め
て
い

く
予
定
で
あ
り
、
芭
蕉
や
「
奥
の
細
道
」

を
扱
う
特
別
展
示
を
博
物
館
を
は
じ
め
市

の
施
設
や
オ
ル
パ
ー
ク
な
ど
を
利
用
し
て

行
う
。

沿
線
住
民
か
ら
力
強
く
上
が
っ
て

い
る
北
陸
新
幹
線
開
業
を
見
据
え

た
本
町
一
丁
目
区
間
国
道
８
号
２

車
線
化
に
よ
る
気
比
神
宮
と
一
体

感
の
あ
る
中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

堀　

居　

哲　

郎

問　
新
幹
線
敦
賀
駅
開
業
を
約
７
年

後
に
控
え
、
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
と

な
る
国
道
８
号
本
町
区
間
２
車
線
化
に
つ

い
て
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答　
今
後
、
北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業

に
合
わ
せ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
を

持
っ
て
、
2
車
線
化
が
地
元
地
域
、
商
店

街
の
に
ぎ
わ
い
創
出
と
振
興
に
つ
な
が
る

よ
う
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
面
の
協
議
を
進
め

て
い
き
た
い
。

柴
田
氏
庭
園
の
利
活
用
と
整
備
に

つ
い
て

原　
　
　

幸　

雄

問　
北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
を
控

え
、
こ
れ
か
ら
の
７
年
間
に
お
い

て
敦
賀
市
に
お
け
る
観
光
の
受
け
皿
と
し

て
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
急
務
と
思
う
。

柴
田
氏
庭
園
は
国
指
定
の
名
勝
で
あ
り
、

敦
賀
市
民
が
誇
れ
る
歴
史
文
化
遺
産
で
あ

る
。
整
備
し
新
た
な
観
光
の
拠
点
と
す
る

こ
と
で
点
か
ら
線
、
面
に
つ
な
い
で
い
け

る
も
の
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

供
用
開
始
や
北
陸
新
幹
線
敦
賀
開

業
を
見
据
え
て
、
柴
田
氏
庭
園
を
含
め
市

内
の
貴
重
な
観
光
資
源
を
磨
き
上
げ
た

い
。
修
復
整
備
事
業
の
後
は
、
敦
賀
の
重

要
な
観
光
拠
点
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

Ｊ
Ｒ
敦
賀
港
線
に
つ
い
て

馬　

渕　

清　

和

問　
１
月
下
旬
に
も
Ｊ
Ｒ
敦
賀
港
線

の
廃
線
を
決
断
す
る
と
い
う
こ
と

を
あ
る
関
係
者
か
ら
聞
い
た
が
、
何
か
市

に
話
が
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
廃
線
に
な
っ

た
場
合
、
こ
の
歴
史
あ
る
線
路
を
残
し
後

世
に
引
き
継
い
で
い
く
手
立
て
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

答　
先
月
、
廃
線
を
考
え
る
と
Ｊ
Ｒ

貨
物
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
。
今
後

の
利
活
用
に
つ
い
て
は
大
き
な
可
能
性
が

秘
め
ら
れ
て
い
る
こ
の
路
線
を
、
い
ろ
ん

な
こ
と
と
組
み
合
わ
せ
て
有
効
に
生
か
し

て
い
く
た
め
に
、
県
と
協
力
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

消
雪
設
備
設
置
基
準
に
つ
い
て

和　

泉　
　
　

明

問　
三
島
町
や
呉
竹
町
の
笙
の
川
沿

線
地
域
は
、
道
路
幅
員
４
メ
ー
ト

ル
で
機
械
に
よ
る
除
雪
が
困
難
で
あ
る
。

西
地
区
内
の
生
活
環
境
の
格
差
解
消
や
、

夏
場
氾
濫
が
心
配
な
笙
の
川
か
ら
の
恩
恵

を
受
け
る
た
め
、
笙
の
川
の
河
川
水
を
利

用
し
た
消
雪
設
備
設
置
を
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

答　
消
雪
施
設
の
設
置
要
望
に
つ
い

て
は
、
整
備
路
線
の
費
用
対
効
果
、

機
械
除
雪
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
検
討
し
路
線

を
選
定
し
た
い
。
笙
の
川
の
河
川
水
の
利

用
は
、
笙
の
川
河
川
整
備
計
画
に
て
護
岸

改
築
が
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
計
画
決

定
後
に
検
討
し
た
い
。

道
路
・
河
川

平成２８年２月２３日
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笙
の
川
整
備
と
環
境
整
備
に
つ
い
て

田　

中　

和　

義

問　
長
期
に
わ
た
る
笙
の
川
改
修
計

画
と
並
行
し
て
、
上
流
部
か
ら
の

し
ゅ
ん
せ
つ
や
、
三
面
張
り
の
改
良
、
ま

た
、
砂
防
ダ
ム
の
増
設
、
砂
防
ダ
ム
自
体

の
し
ゅ
ん
せ
つ
を
行
う
な
ど
、
上
流
の
河

川
改
修
が
下
流
の
河
川
氾
濫
対
策
の
最
重

要
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う

か
。答　

県
が
土
砂
の
動
態
解
析
業
務
を

実
施
し
、
流
域
全
体
の
土
砂
抑
制

対
策
を
検
討
し
て
い
る
。
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な

ど
で
状
況
は
変
わ
っ
た
の
で
、
砂
防
計
画

の
全
体
的
な
見
直
し
の
声
を
上
げ
て
い
き

た
い
。
ま
ず
は
や
っ
と
始
ま
っ
た
下
流
の

ほ
う
を
や
っ
て
い
き
た
い
。

市
道
及
び
橋
梁
の
整
備
状
況
と
計

画
及
び
除
雪
に
つ
い
て

中　

野　

史　

生

問　
市
道
の
舗
装
が
敷
設
当
初
よ
り

相
当
年
数
経
過
し
、
舗
装
状
態
も

悪
く
、
橋
梁
に
つ
い
て
も
相
当
期
間
経
過

し
、
強
度
も
低
下
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
計
画
的
に
修
繕
や
全
面
舗
装
の
や
り

直
し
、
架
け
か
え
も
必
要
と
考
え
る
が
所

見
を
伺
う
。

答　
市
道
舗
装
補
修
等
に
つ
い
て

は
、
老
朽
化
の
状
況
や
交
通
量
、

地
元
要
望
に
対
し
、
個
別
に
判
断
し
順
次

対
応
し
て
い
る
。
苦
し
い
財
源
の
中
で
や

り
く
り
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
が
、

計
画
を
策
定
で
き
る
よ
う
な
努
力
を
し
て

い
き
た
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ

い
て

立　

石　

武　

志

問　
満
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
は
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
市
補

助
が
あ
り
、
接
種
者
は
案
内
の
50
パ
ー
セ

ン
ト
程
と
聞
く
。
こ
れ
を
１
シ
ー
ズ
ン
２

度
の
接
種
が
求
め
ら
れ
て
い
る
13
歳
以
下

の
乳
幼
児
、
児
童
ま
で
も
補
助
対
象
に
す

べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
尋
ね
る
。

答　
保
護
者
の
負
担
が
大
き
い
こ
と

は
十
分
認
識
し
て
い
る
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
重
症
化
予
防
や
蔓
延
予
防
の
観

点
か
ら
、
優
先
す
べ
き
ワ
ク
チ
ン
の
定
期

接
種
化
を
検
討
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

公
費
助
成
に
つ
い
て
は
今
後
、
研
究
し
考

え
て
い
き
た
い
。

障
害
者
差
別
解
消
法
に
つ
い
て

大　

塚　

佳　

弘

問　
来
年
の
４
月
に
施
行
さ
れ
る
障

害
者
差
別
解
消
法
に
つ
い
て
、
障

が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
と
も
に
住

み
や
す
い
敦
賀
市
を
築
い
て
い
く
た
め
に
、

こ
の
法
律
を
有
効
に
機
能
さ
せ
て
差
別
の

解
消
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。
敦
賀
市
は

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　
平
成
27
年
12
月
に
障
害
者
差
別

解
消
法
の
理
解
と
障
が
い
者
の
権

利
擁
護
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
広
く

市
民
の
皆
様
に
、
法
律
の
趣
旨
や
内
容
の

理
解
と
周
知
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
障

が
い
の
あ
る
方
が
望
ん
で
い
る
こ
と
を
実

際
に
聞
く
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
る
と
考

え
る
。

病
児
保
育
事
業
の
開
設

山　

崎　

法　

子

問　
2
０
０
３
年
よ
り
15
回
も
一
般

質
問
等
で
病
児
保
育
の
必
要
性
が

訴
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
間
に
県
内
７
市

３
町
で
事
業
が
実
施
さ
れ
て
き
て
い
る
。

敦
賀
市
は
今
後
５
年
以
内
を
目
指
す
と
の

こ
と
だ
が
、
１
日
も
早
く
実
施
す
べ
き
で

な
い
か
。

答　
お
お
む
ね
２
年
以
内
に
小
児
科

の
先
生
の
了
解
、
ま
た
土
地
の
選

定
な
ど
を
終
え
て
、
次
の
１
年
で
施
設
整

備
を
図
っ
て
い
き
、
平
成
30
年
度
に
は
開

設
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る
。
関
係
医
療

機
関
と
も
十
分
協
議
し
て
、
今
後
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

豊　

田　

耕　

一

問　
学
校
給
食
の
質
の
向
上
に
つ
い

て
、
今
の
給
食
費
で
は
今
後
給
食

セ
ン
タ
ー
は
継
続
で
き
な
い
の
で
は
な
い

か
。
そ
の
あ
た
り
も
含
め
て
値
上
げ
と
質

の
向
上
に
つ
い
て
、
保
護
者
の
ご
意
見
を

広
く
聞
い
て
は
ど
う
か
。

答　
給
食
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め

に
も
、
広
く
保
護
者
の
皆
様
か
ら

の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、
学
校
給
食
食
材

の
質
と
、
ま
た
栄
養
価
の
維
持
、
向
上
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

医
療
・
福
祉

教　

育
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行 政 視 察

文教厚生常任委員会　（10月21日～23日）

　文教厚生常任委員会で
は、愛知県浜松市、東京都
日野市、富山県富山市の
３市を視察してきました。
　このうち、浜松市では、
「小中一貫教育」について
視察を行いました。浜松
市は、小中一貫教育を小
学校と中学校の 9年間の学びと育ちをつなぐ教育として推
進しています。
　浜松市の小中一貫校設置地域の選定方法は、地域からの
要望であり、大変主体的な取り組みでした。特に、地域か
ら提言がなされた点は大きいと思います。
　また、小中一貫校の現状を知るべく庄内学園へ赴き、現地
調査を行いました。学校全体に流れる大変落ち着いた学習
の姿に、小中一貫に取り組む学園の成果が表れていました。
　この視察を通し、一体型の小中一貫校と分離型との違い
について、しっかりと先を見通した計画が必要であること
を痛感しました。
　今回の視察は大変実りのあるものであり、今後の敦賀市
の参考にしてまいりたいと思います。

報 告

市
営
球
場
の
そ
の
後
に
つ
い
て

林　
　
　

正　

男

問　
市
営
球
場
は
敦
賀
市
政
の
一
丁

目
一
番
地
の
問
題
で
あ
る
。
あ
の

球
場
に
は
甲
子
園
出
場
時
の
土
が
23
回

入
っ
て
い
る
。
球
児
達
の
汗
の
に
じ
ん
だ

歴
史
あ
る
球
場
で
も
あ
る
。
６
月
議
会
の

一
般
質
問
で
も
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
質

問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
そ
の
後
の
経
緯

に
つ
い
て
、
ま
た
、
あ
わ
せ
て
現
在
の
管

理
状
態
も
尋
ね
る
。

答　
現
在
の
市
の
財
政
状
況
で
は
、

今
す
ぐ
新
築
・
改
築
す
る
こ
と
は

非
常
に
厳
し
い
。
今
後
は
大
規
模
な
改
築

は
行
わ
ず
、
現
在
の
状
態
で
市
営
球
場
の

利
活
用
を
考
え
、
関
係
団
体
等
と
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

敦
賀
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
に
つ
い
て

北　

川　

博　

規

問　
敦
賀
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
に
関
し
て
、
公
認
申
請
が
継

続
で
き
る
の
か
と
い
う
点
で
、
陸
上
関
係

者
は
大
き
な
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
の
活
動
や
開
催
さ
れ
て
き
た
大
会

の
場
所
を
ど
の
よ
う
に
担
保
す
る
考
え
な

の
か
。答　

平
成
30
年
の
国
体
で
弓
道
競
技

に
使
用
し
た
後
、
全
面
を
改
修
し

た
ほ
う
が
ト
ラ
ッ
ク
と
す
る
と
競
技
を
し

や
す
い
状
況
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
財
政
状
況
に
も
よ
る
が
、

公
認
取
得
に
つ
い
て
市
の
陸
上
競
技
協
会

と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

就
学
援
助
に
つ
い
て山　

本　

貴
美
子

問　
小
、
中
学
生
の
い
る
家
庭
に
学

用
品
、
給
食
費
な
ど
を
補
助
す
る

就
学
援
助
の
申
請
に
つ
い
て
、
法
改
正
に

よ
り
民
生
委
員
の
助
言
が
必
要
な
く
な
っ

た
。
敦
賀
市
は
今
も
必
要
条
件
と
し
て
い

る
が
、
な
く
す
べ
き
で
は
。
ま
た
、
支
給

方
法
も
銀
行
振
り
込
み
に
す
る
な
ど
改
善

す
べ
き
で
な
い
か
。

答　
民
生
委
員
の
助
言
の
必
要
性
に

つ
い
て
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
現
在
は
学
校
経
由
で
保
護
者
に
支

給
す
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。
口
座
振
替

に
つ
い
て
は
、
他
市
の
状
況
、
学
校
の
現

場
の
実
態
を
把
握
し
な
が
ら
、
関
係
者
と

協
議
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

請願・陳情はどなたでもできます

請願・陳情とは……

　市政について、市民の皆さんが直接市議

会に意見や要望できる制度です。紹介議員

を必要とするものを請願、紹介のないもの

を陳情といいます。

　提出期限は、各定例会の告示日（開会日

の１週間前）の前日、午後５時です。

※陳情は、議会運営委員会において協議し、
下記の該当要件（＊）により請願に適合してい
ると判断された場合、請願と同じ取り扱いとな
り、審査することになります（それ以外は写し
を全議員に配付）。

＊該当要件
 ・敦賀市又は本議会の権限に属するもの。
 ・公益的性格を有するもの。
 ・その他議会運営委員会で必要と認めたもの。

平成２８年２月２３日



敦賀市議会だより第８８号

13

審 議 結 果 一 覧

　平成 27年第５回定例会では、平成 27 年度各会計補正予算案 11 件、条例案４件、一般・人事議案 17 件、報告

議案１件、議会提出議案２件、請願１件が審議されました。

　各議案等の審議結果については、次のとおりです。

 市長提出議案
１ 予　算

２ 条　例

敦賀市個人番号の利用に関する条例制定の件

敦賀市農業委員会の委員等の定数を定める条例
制定の件

件　　　　名 付託委員会

総務民生 可決

総務民生

結果

可決

敦賀市市税賦課徴収条例等の一部を改正す
る条例の一部改正の件

産経建設

可決

３ 一般・人事案件

 議会提出議案  請願・陳情

「高速増殖原型炉もんじゅに関する勧告後
の対応についての意見書」提出の件

件　　　　名 付託委員会

－ 可決

－

結果

可決

第92号議案　平成27年度敦賀市一般会計補
正予算（第５号）に対する附帯決議の件 ＬＮＧ火力発電所誘致についての請願

件　　　　名 付託委員会 結果

産経建設 不採択

平成27年度敦賀市一般会計補正予算（第５
号）

平成27年度敦賀都市計画土地区画整理事業
特別会計補正予算（第２号）

件　　　　名 付託委員会

予算決算 可決

予算決算

結果

可決

平成27年度敦賀市簡易水道特別会計補正予
算（第２号）

平成27年度敦賀市国民健康保険（事業勘定の部
及び施設勘定の部）特別会計補正予算（第２号）

予算決算 可決

予算決算 可決

平成27年度敦賀市下水道事業特別会計補正
予算（第２号）

予算決算 可決

予算決算 可決平成27年度敦賀市農業集落排水事業特別会
計補正予算（第２号）

平成27年度敦賀市介護保険特別会計補正予
算（第２号）

予算決算 可決

予算決算 可決
平成27年度敦賀市産業団地整備事業特別会
計補正予算（第２号）

平成27年度市立敦賀病院事業会計補正予算
（第２号）

予算決算 可決

予算決算 可決
平成27年度敦賀市水道事業会計補正予算
（第２号）

可決平成27年度敦賀市一般会計補正予算（第６
号）

敦賀市公平委員会委員の選任につき同意を
求める件

平成26年度敦賀市歳入歳出決算認定の件

件　　　　名 付託委員会

予算決算 認定

予算決算

結果

認定

平成26年度敦賀市水道事業利益剰余金処分
の件

平成26年度敦賀市水道事業決算認定の件

産経建設 可決

予算決算 認定

指定管理者の指定の件

指定管理者の指定の件（３件）

産経建設 可決

文教厚生

平成26年度市立敦賀病院事業決算認定の件

可決

同意

市有財産の無償貸付けの件

損害賠償の額の決定及び和解の件

敦賀市職員懲戒審査委員会委員の任命につ
き同意を求める件（５件）

敦賀市固定資産評価審査委員会委員の選任
につき同意を求める件

総務民生

可決

可決

同意

同意

－

－

－

－

－

敦賀市病院事業の設置等に関する条例の一
部改正の件

文教厚生 可決

４ 報　告

件　　　　名 結　果

専決処分事項の報告の件（敦賀市保育の必要
性の認定に関する条例の一部を改正する条例）

承　認
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９
日

19
日

20
日

21
日

29
日

９
日

10
日

12
日

20
日

24
日

27
日

30
日

１
日

２
日

９
日

10
日

11
日

14
日

15
日

16
日

21
日

14
日

20
日

25
日

28
日

29
日

５
日

18
日 （

金
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
月
）

（
火
）

（
木
）

（
金
）

（
火
）

（
金
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
月
）

（
木
）

（
水
）

（
月
）

（
木
）

（
金
）

（
金
）

（
木
）

11 月 10 月12 月１月

議
員
説
明
会
、
議
員
研
修
会

広
報
広
聴
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会

産
経
建
設
常
任
委
員
会
行
政
視
察
（
〜
22
日
）

総
務
民
生
常
任
委
員
会
行
政
視
察
（
〜
23
日
）

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
行
政
視
察
（
〜
23
日
）

模
擬
報
告
会
、
福
井
県
市
町
議
会
議
員
合
同
研
修
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会
全
体
会
・
分
科
会
（
決
算
）

議
員
説
明
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会
全
体
会
（
決
算
）

各
派
代
表
者
会
議
、
広
報
広
聴
委
員
会

敦
賀
市
・
各
務
原
市
議
会
親
善
交
流
会

議
会
運
営
委
員
会
、
議
会
報
告
会

議
員
説
明
会

議
員
説
明
会

全
員
協
議
会
、
本
会
議
（
12
月
定
例
会
開
会
）

議
員
説
明
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会
全
体
会
・
分
科
会

本
会
議
（
一
般
質
問
）

本
会
議
（
一
般
質
問
）

本
会
議
（
一
般
質
問
）、
産
経
建
設
常
任
委
員
会

総
務
民
生
・
産
経
建
設
・
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

原
子
力
発
電
所
・
新
幹
線
対
策
特
別
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会
全
体
会
、
広
報
広
聴
委
員
会

議
員
説
明
会
、
議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

本
会
議
（
12
月
定
例
会
閉
会
）

議
員
説
明
会

広
報
広
聴
委
員
会

福
井
県
市
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会

議
員
説
明
会
、
議
会
運
営
委
員
会

広
報
広
聴
委
員
会

各
派
代
表
者
会
議

広
報
広
聴
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会
、
議
員
説
明
会

平
成
27
年
9
月
30
日
以
降
の
主
な
議
会
活
動
の
紹
介
で
す
。

敦賀市議会ホームページに

アクセス！ 検 索敦賀市議会

議会報告会の報告書なども公開中！

３
月
定
例
会
の
日
程
（
予
定
）

議
会
を
傍
聴
さ
れ
る
方
は
、

当
日
、
市
役
所
５
階
の
議
会
事
務
局
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●！
本
会
議
は
、
午
前
10
時
か
ら

テ
レ
ビ
中
継
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

以下のような情報を公開しています

 ・過去（平成 22 年から）の本会議の映像
　定例会ごと、議員ごとに見られます
　会期中は本会議の中継も行います

 ・議員について
　顔写真、連絡先、所属会派や委員会

 ・議会について
　会期日程、審議結果、意見書

 ・議会報告会について
　アンケート結果、会場ごとの報告書

 ・議会だより
　バックナンバーはホームページで公開

２月 議
会
日
誌

●●●●●

２
月
25
日

26
日

３
月
１
日

２
日

９
日

10
日

11
日

14
日

15
日

16
日

22
日

（
木
）

（
金
）

（
火
）

（
水
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
火
）

本
会
議

委
員
会

委
員
会

委
員
会

委
員
会

本
会
議

本
会
議

本
会
議

委
員
会

委
員
会

委
員
会

本
会
議

！ 

議
案
の
説
明
・
質
疑

 

・  

予
算
決
算
常
任
委
員
会（
補
正
基
本
質
疑
）

 

・  

予
算
決
算
常
任
委
員
会
分
科
会（
補
正
審
査
）

 

・  

予
算
決
算
常
任
委
員
会

 　

  

（
補
正
採
決
、
当
初
基
本
質
疑
）

 

・  

予
算
決
算
常
任
委
員
会
分
科
会（
当
初
審
査
）

！ 

委
員
長
報
告
〜
採
決（
補
正
）、
代
表
質
問

！ 

代
表
質
問
・
一
般
質
問

！ 

一
般
質
問

 

・  

常
任
委
員
会

 
・  

特
別
委
員
会

 
・  
予
算
決
算
常
任
委
員
会（
当
初
採
決
）

！ 
委
員
長
報
告
・
討
論
及
び
採
決（
当
初
等
）

記
後

集

編

　

１
月
往
ぬ
る
、
２
月
逃
げ
る
、

３
月
去
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
雪
の
な
い
年
明
け
か
ら
も
う

は
や
、
３
月
は
目
の
前
で
す
。
各

地
か
ら
の
花
便
り
が
楽
し
み
な
季

節
到
来
で
す
。

　

さ
て
、
こ
の
議
会
だ
よ
り
が
お

手
元
に
届
く
こ
ろ
に
は
、
す
で
に

３
月
議
会
も
始
ま
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
。
今
回
の
議
会
だ
よ
り
で

は
、
昨
年
の
11
月
24
日
に
開
催
し

ま
し
た
「
議
会
報
告
会
」
の
ア
ン

ケ
ー
ト
集
計
結
果
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
２
０
１
６
年
度
の
「
議
会

報
告
会
」
に
も
、
多
く
の
市
民
の

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
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